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インターネット依存やゲーム依存
について主に研究されています。
特に，EU Kids Online Projectとい
うヨーロッパ25か国から19000人の
青年データを用いた研究により，
現代の青年の過度のインターネッ
ト使用やゲーム使用における様々
な心理的特徴を明らかにされてき
ました。
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セックス依存について主に研究され
ています。量的な質問紙データと質
的なインタビューデータの双方から
のアプローチにより，現代の若者が
どのようにインターネットなどを通じ
て性的に不適切な行動や依存に
陥ってしまうのか明らかにされてきま
した。
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